






Trends in Social Work Students’ of This University Thinking on 
 Ethics in Interpersonal Support and Their Perception 
of Ethical Support
Toshio TOMOIKE
（Dept. of Social Work, Faculty of Human and Social Studies,
Nagasaki International University）
Summary
The study was conducted in order to elucidate the state of ethics initiatives of social work 
students seeking to become professional social workers.　The study was performed as part of the 
author’s seminar.　The results indicated that, with respect to clients, the students thought that 
“Based on a foundation of lifestyle security, such as provision of social resources and employment 
support, the social worker enhances client independence, and though there are certain restrictions, 
achieves client self-realization and improvements in welfare for client well-being and social benefit.”
　And their perception in respect to social workers is that “The significance of the social worker is 
as someone who brings even greater professional expertise as well as understanding, respect and so 
on for the individual than before, providing support for the client while promoting client 
independence and self-realization.”
Comprehensively speaking, their views may be summarized as follows : “Though there are 
certain social restrictions on ethical experimentation, this is a matter of self-realization.　The 
significance of the social worker is as someone who brings professional expertise to such 
endeavors, understands and respects the individual and enhances the individual’s independence, and 
based on a foundation of lifestyle security such as provision of social resources and employment 
support, achieves improvements in welfare for individual well-being and social benefit.”　The fact 
that this summary does not differ much from the content of “The Japanese Association of Social 
Workers Code of Ethics,” a teaching material used in the seminar, means that on the positive side, 
the students have understood the lessons on the Code of Ethics.　Looked at negatively, however, 
this reveals the characteristic vulnerability of social work students who are unable to engage in 
creative discussion or make their own statements.
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社 会 生 活 で の 
SW の必要性












SW は CL 援助で、知識や技術
が必要である















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































CL の自己実現面接の場の提供CL の自己実現CL の自己実現③
社会資源の提供就職支援生活保障社会資源の提供④
倫理的行動サポート支援方法幸福追求権CL の自己実現⑤







倫理的専門技術CL の自己実現SW は福祉専門職CL の自己実現③
生活保障幸福への支援生活保障生活保障④
地域の要望支援方法幸福追求権CL の自己実現⑤
福祉学生 No.１２福祉学生 No.１１福祉学生 No.１０福祉学生 No.９
CL の自己実現と福祉向上自己実現と福祉向上福祉援助での知識・技術福祉維持・推進と社会利益①
CL の自己実現CL の自己実現限度内での CL の自己実現専門技術で個性・社会実現②
自己実現と社会の向上福祉社会の推進者CL の自己実現CL の自己実現③
CL の自己実現主体性への援助生活保障CL の支持④






















































































７でも「…CL 理解と CL 重視の上で…倫理的な
行動サポート…SW の存在意義がある」と現れ
ていた。このようなことから、ここでは SW に
対しても、「これまで以上に、専門的技術をもっ
て、個人の理解や尊厳重視等ももって、利用者
の支持やサポートを行いながら、主体性や自己
実現を推進するところに SW の存在意義があ
る」と、まとめ直すことが出来る。
他面、表３・表４を中心とした“倫理の考え
方”については、「専門的技術をもって個人の尊
厳をするところが SW にあること」と解釈で
き、また“倫理の捉え方”については、表５・
表６を中心とした内容から「倫理性をもって支
持・サポートしながら主体性や自己実現を推進
すること」と解釈できた。さらに表７を含む表
全体から総合的にまとめると『専門的技術を
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もって、個人の理解や尊厳の重視などの倫理性
をもって、支持・サポートしながら主体性や自
己実現を推進するところに SW の存在意義が
ある』という内容にまとめ直すことが出来た。
次に、カテゴリーからみえる福祉学生の倫理
観の特徴を分析した。その結果を考察してみる
と、カテゴリー・グループ表の①②から読み取
れる“倫理の考え方”については、「倫理的な
試みとしては、SW が知識や技術という専門性
をもって、公共の福祉内の自己実現を社会的責
務で行うこと」というものだった。また、カテ
ゴリー・グループ表の③④から読み取れる“倫
理の捉え方”については、「倫理的な試みとして
は自己実現だが、それには生活保障を基盤に」
と解釈できた。さらに全カテゴリーをもって全
体的に短くまとめると、それは“CL に対して”
といえるもので、『倫理的な試みとしては“自己
実現”させることを象徴的に捉えており、それ
に次ぐ試みとしては、“幸福追求”を図ることを
位置付けている』ものだったといえる。かたや
“SW に対して”は、「専門技術を使いながら、
業務全般で倫理を推進していく役割や期待が課
せられている。そして、これらが備わっていて
こそ SW の存在意義がある」とまとめ直すこと
が出来た。
総合的な“倫理の考え方”は、というと「公
共の福祉内という制約はあるが、知識や技術と
いう専門性および社会的責務をもって、自己実
現のため、その個人を尊厳して行うところ」が
倫理と考えているところだといえる。
また“倫理の捉え方”をまとめると、「倫理
的な試みとしては自己実現に向けることだが、
それにはCLの支持やサポート、および生活保
障を基盤にして、主体性を推進させながら行う
こと」と捉えているといえる。
以上から、分析結果を最終的・総合的にまと
めると『倫理的な試みには公共の福祉内という
社会的制約はあるが、それは自己実現といえ
る。そこには専門的技術をもって、個人の理解
や尊厳、および主体性を高めたり、また社会資
源の提供や就職支援等による生活保障を基盤に
したうえで、福祉向上を成し遂げ、個人の幸福
とか社会の利益に繋げるところに SW の存在
意義がある』と、福祉学生は考えたり、捉えた
りしているといえる。
７．課　題
以上のように倫理に関する分析結果を考察し
たところであるが、ここで福祉学生に見られた
内容は、調査に先立って行った倫理の学習
「ソーシャルワーカーの倫理綱領」の中で使われ
ていた言葉や単語そのものを中心に取り上げ
て、回答していたという点である。
執筆者は、本調査においてはグループで討議
して、個人的に調査表に記載するよう指導して
いた。それは、グループ討議によって見方や考
え方が拡張し、「ソーシャルワーカーの倫理綱
領」に記載されているもの以外の言葉や単語が
多く使われてくるのを期待していたからであ
る。確かに「ソーシャルワーカーの倫理綱領」
は最も内容が整った合理的な文章であるので、
当然ではないかと言われればそれまでだが、こ
の様な回答およびソーシャルワーカーの倫理綱
領で示されている内容と、さほどかわらないま
とめになったことは、良い意味では、倫理綱領
の学習の理解が図れたといえる。しかし、否定
的に言えば、冒頭で述べたように、大学生の個
性の脆弱性問題が、ここにも現れているといえ
る。
この様なことから、倫理と取り組むにあたっ
て、与えられた材料の範囲内には対応ができて
も、その範囲をこえるも、言い換えれば自ら思
考して倫理を捉え、それを実践していこうとす
る面の弱さが本学の福祉学生にあると言わざる
を得ない。事例と重ね合わせた学習等を取り入
れながら、その倫理の重要性と実践力を授けて
いくのが課題として残ると考える。 
本学の福祉学生の対人援助における倫理に対する考え方と倫理的支援の捉え方の傾向について
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